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■2011 年 3 月 11 日、国内観測史上最大の地震が東日本

を襲い、大津波の発生によって、甚大な被害をもたら

しました。マグニチュード 9.0、東日本大震災と名付け

られたこの未曾有の災害を機に、改めて命の尊さ、自

然への畏怖・畏敬の念、「生きる力」、地域との連携

等の意味を考えさせられました。まさにそれらのこと

は今、完全実施の秒読み段階に来ている学習指導要領

で、重要視されていることです。 

■海に面している横須賀市では、大きな影響がありま

した。海岸に近い地域には避難勧告が出て、自宅に帰

ることができない児童・生徒は避難所に指定された学

校で一夜を明かしました。停電になった地区もあり、

不安な夜を過ごした子どもたちも多かったことでしょ

う。授業中の突然の出来事で、子どもたちは、人間の

力ではどうにもできない自然の猛威の下に身を委ねな

がら、はかり知れない不安を感じたことでしょう。 

まず自分の身の安全を確保し、次に今、何をしなけ

ればならないのか、何ができるのかを考え、行動する

―この一連の行動が、子どもたち一人一人にできたで

しょうか。また、地震の後、連日報道される情報を、

しっかり受け止め、考えることができたでしょうか。 

■未曾有の災害に直面した日本人の秩序と冷静さに対

する賞賛の声、日常的な防災対策を評価する声が、世

界中から上がっています。それは日本の誇りであると

受け止める一方で、若干の違和感もあります。大変厳

しい状況の中でも、助け合い、マナーを守る姿を示す

ことができたのは、特別なことではなく、当たり前の

ことであり、小さい頃からの教育の賜物です。昔から、

家庭で、地域で、学校で、大切にしてきたことです。 

■日々の教育活動を通して、身に付けさせる必要があ

る力を、私たちはここでもう一度皆で確認し、改めて

意義を共有し、それぞれの立場で目標を達成するため

のより効果的な方策を推進していくことが大切です。

子どもたちの一日の生活の中で、一番長い時間を過ご

す学校で、一番近い場所にいる大人である教職員、教

育行政職員が、協力して力を発揮することが学校教育

の責任です。一人一人の状況を把握しながら、保護者、

地域と連携して、大切な子どもたちを育てていくこと

が、学校教育の使命です。 

■「基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化

しようと、自ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動

し、よりよく問題を解決する資質や能力、また、自ら

を律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心

や感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きる

ための健康や体力など」という、学習指導要領の理念

である「生きる力」の定義を、子ども一人一人にしっ

かりと反映させるまで、責任を果たしたいと考えます。    
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